
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　繰入金　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

H24 H25

 概算事業費（B（A）+C） 1,873 1,875 1,977 325

成果目標の達成状況

予

算

額

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度

当初予算 目標 成果 達成状況

減少 7.2 未達成

前年度繰越 0

項目

現況

（見込）

Ｈ２４
H25

目標

補正予算

Aの

財源

概　算

人件費

・10代の人工妊娠中絶率6.7から減少

・思春期ピアカウンセラー養成講座修了者数：460人・・・２３年度の実績と２９年度の目標数の差の５年間の平均人数の増加。

事業番号 04 10 20 事業改善シート （24年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 思春期保健事業思春期保健事業思春期保健事業思春期保健事業
担

当

課

部局 健康福祉部

課・室 こども・家庭課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kodomo-katei@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

７－２　子育て先進県の実現

３　子育て支援体制の充実 実施期間 Ｓ６３年

県が関与

する理由

□法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

■民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 都道府県及び市町村における母子保健事業指針（Ｈ８．11.20児発第934号）

健康増進計画（すこやか親子２１）

高校生、専門学校生、大学生に対する全県共通の健康教育は市町村では困難であり

県が実施することが適している。

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿 思春期特有の問題及び、性に関する悩み等に対する相談や正しい知識の普及を行うことにより、健康的で人間性豊かな母性、父性の育成が図られ

る。

現状 ・１０代の人工妊娠中絶率は6.7(15歳～20歳未満の女性人口千対）。

・思春期ピアカウンセラー養成者数は年間２８人前後養成されている。

～

思春期セミナー 直接

保健福祉事務所で依頼のあった中学校、高校、専門学校等に

おいて性教育を実施

ー - ー

（当初）

思春期クリニック 直接

保健福祉事務所において、医師、保健師等が思春期に関する

相談を実施

303 280 303

項目 実施方法 H24事業実績

（当初） (決算)

思春期ピアカウンセラー育成 直接

・県下２カ所で、大学生、看護学生等を対象に思春期ピアカウン

セラー養成講座を開催

・４ヶ所の保健福祉事務所で思春期ピアカウンセラーの活動を

支援

22 11 22

合計 325 291 325

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

382 382 325 325

24年度 25年度

減少

合計（A) 382

10代の人工妊娠中絶率 6.7

0

382 325 325

486

0.20

210

0

0

382 382 325 325

思春期ピアカウンセラー養成者数

0.20 0.00

432 460 458 未達成

0.20

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■ 事業を現行どおり実施

・思春期セミナー、思春期クリニックにおける性教育の継続。

・思春期ピアカウンセラー養成講座については、大学生等が参加しやすい日程を考慮し2会場で実施する。

目標に対

する成果

の状況

・10代の人工妊娠中絶率は、横ばいの傾向にあり、減少しなかったため未達成。

・思春期ピアカウンセラー養成者数は、2回実施し26人の受講があったが、目標には達成しなかった。

1,663 1,652 1,652 0

223 291


